
1 2019  年  8  月  1  日

第１7号

関東学院女子短期大学

香　葉　会

E-mail:kouyoukai@nifty.com
URL  http://koyokai.shonan.cc

香葉
通算48号

発行人　山　口　佳　子
代　表　〒236-8503
　　　　　横浜市金沢区
　　　　　六浦東1－50－1
直通・FAX　045－787－0678

ビーズ講習会〔講師　高石和枝（国４）〕
　今年は今までにないシックな色合い
のコンパクトを作ります。定員10名
●日　時　10月26日土
　　　　　13時30分〜15時30分
●場　所　香葉会室
●持ち物　糸切り鋏、
　　　　　必要な方は眼鏡
●参加費　4,000円
●締　切　10月11日金

第11回　香葉賞
　香葉賞は短大を前身
として改組した学部・
学科のそれぞれ各１
名、学業と学生生活に
力を注いだことを評価
された卒業生に授与し
ています。回数を重ね
今年は第11回目となり
ました。（2019/3/24）

※上記ビーズとカービングへの申し込みは FAX、
Eメール、往復はがきでお願いいたします。

カービング講習会〔講師　伊藤信江（家28）〕
　専用の石鹸にリボンのギフトボッ
クスを彫刻します。用具はこちらで
準備します。定員15名
●日　時　12月７日土
　　　　　13時30分〜15時30分
●場　所　香葉会室
●持ち物　エプロン
●参加費　2,500円
●締　切　11月22日金

「香葉とともに」原稿募集中！
詳細は５ページへ

天城山荘日帰りツアー
　リトリートで訪れた天城山荘への日帰りバスツアー
です。学生時代を思い出しながら山荘でランチをいた
だき、都会の喧騒を離れて静かな一時を過ごしましょ
う。お友達とご一緒にいかがですか！
●日　　時：2019年11月16日土
●集合時間：午前８時00分〔雨天決行〕
●集合場所：JR 大船駅西口（観音口）
●参 加 費：6,000円　当日集金
●解散時間：午後７時頃 JR 大船駅西口
●申込締切：９月30日月
●申込み方法：①～③いずれかの方法でお願いします。
　①�FAX　（045−787−0678）下記申込書の内容を
記入してください。

　②Eメール　（kouyoukai@nifty.com）
　③�葉書　下記申込書を切取り葉書に貼付、または同
じ内容を記入してください。

☆�申し込まれた方にはこちらから確認葉書をご送付い
たします。

天城山荘日帰りツアー申込書

氏　名　� 　

　　　（旧姓）　　　　　　　　　

整理番号（封筒の宛名下10桁の数字、不明の場合は空欄可）

学　科　� 　

卒業年・回　� 　

住所〒　� 　

　　� 　

当日連絡可能な携帯電話等　� 　

葉書で申し込まれる際にこの申込み部分を切り取って貼付し
てください。（同じ内容を書いてくださっても大丈夫です）
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会
長
挨
拶

�

山
口　

佳
子
（
国
1
回
）

　

今
年
も
卒
業
生

と
学
び
舎
を
繋

ぐ
、
年
一
回
発
行

の「
香
葉
十
七
号
」

が
で
き
ま
し
た
。

　

ど
の
原
稿
も
、

書
い
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
か
ら
発
さ
れ
、寄
せ
ら
れ
た
文
章
で
す
。

大
切
に
、
輝
く
玉
を
糸
に
通
す
よ
う
に
、

手
繰
り
寄
せ
な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
。

　

手
品
を
な
さ
る
先
生
を
囲
み
な
が
ら
の

同
窓
会
、
卒
業
後
、
親
御
さ
ん
の
ホ
ー
ム

に
通
い
な
が
ら
、
ふ
と
、
気
づ
い
て
の
先

生
や
ご
家
族
と
の
交
流
、
静
か
な
声
を
聴

く
よ
う
な
、
亡
き
先
生
方
へ
の
追
悼
文
、

目
指
し
た
社
会
の
な
か
で
の
活
躍
、
そ
し

て
今
、
関
東
学
院
で
学
ぶ
学
生
の
、
地
域

共
生
を
考
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
、
生

き
生
き
と
し
た
活
動
、
横
浜
の
関
東
学
院

と
し
て
、
未
来
の
足
場
づ
く
り
を
踏
み
出

し
た
、
学
院
が
目
指
す
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
。

　

こ
の
香
葉
を
編
集
し
て
い
る
こ
と
で
、

大
き
な
翼
を
持
ち
、
お
知
ら
せ
を
し
な
が

ら
大
空
を
羽
ば
た
い
て
い
る
よ
う
に
思
え

て
参
り
ま
し
た
。

　

人
と
し
て
ど
う
生
き
る
か
の
端
緒
と

な
っ
た
天
城
山
荘
で
の
リ
ト
リ
ー
ト
。
十

一
月
に
天
城
山
荘
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
卒
業
後
、
活
躍
の
場
を

広
げ
て
い
る
方
た
ち
の
手
に
よ
る
講
習
会

で
は
、
ビ
ー
ズ
刺
繡
、
石
鹸
カ
ー
ビ
ン
グ

を
お
願
い
し
、
楽
し
い
会
話
と
共
に
作
品

が
出
来
上
が
っ
て
い
く
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。
教
え
て
く
だ
さ
る
方
た
ち
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

そ
ろ
そ
ろ
短
大
最
後
の
卒
業
生
も
、
ア

ラ
フ
ォ
ー
と
い
わ
れ
る
年
代
に
差
し
掛

か
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
の
こ
と
、
育
児
の

こ
と
な
ど
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
香
葉

紙
面
で
も
お
伝
え
し
て
い
ま
す
よ
う
に

「
香
葉
と
と
も
に
」
と
い
う
短
大
卒
業
生

に
よ
る
冊
子
を
、
作
成
準
備
中
で
す
。
二

〇
二
一
年
夏
に
発
行
の
予
定
で
す
。
ぜ
ひ

沢
山
の
皆
様
か
ら
の
一
言
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
卒
業
生
の
活
躍
を
最
新
情
報
と
し
て

載
せ
て
い
ま
す
。

　

年
代
を
超
え
て
、
卒
業
生
が
縦
の
糸
を

紡
い
で
い
く
こ
と
が
香
葉
会
に
携
わ
る
者

の
願
い
で
す
。

　

校
訓
「
人
に
な
れ　

奉
仕
せ
よ
」
の
心

を
、
皆
様
と
共
に
抱
い
て
い
た
い
と
思
い

ま
す
。�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
Ｋ
Ｇ
Ｕ
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」紹
介

　

人
間
共
生
学
部
共
生
デ
ザ
イ
ン
学
科

�

准
教
授　

兼
子　

朋
也

　

Ｋ
Ｇ
Ｕ
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二

〇
一
四
年
に
人
間
環
境
学
部
人
間
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
（
当
時
）
の
学
生
が
立
ち
上

げ
た
も
の
で
、
現
在
、
人
間
共
生
学
部
共

生
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
有
志
学
生
約
四
〇
名

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
を
地
域
の

資
源
と
見
な
し
て
、
そ
れ
に
手
を
加
え
な

が
ら
有
効
活
用
し
、
学
生
の
視
点
で
地
域

を
よ
り
楽
し
く
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
指

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。「
イ
ン
テ
リ
ア

や
家
具
を
Ｄ
Ｉ
Ｙ
し
て
み
た
い
」「
地
域

活
性
化
に
興
味
が
あ
る
」「
イ
ベ
ン
ト
や

地
域
交
流
が
し
て
み
た
い
」
な
ど
、
意
欲

旺
盛
な
学
生
た
ち
が
大
学
を
飛
び
出
し
現

KGU・KGC 卒業生編入学者選抜
　関東学院女子短期大学卒業生のための「KGU・
KGC 卒業生編入学者選抜（旧名称：関東学院オリーブ
編入学者選抜）」を実施します。～入学金及び年間授業
料半額免除で「学び直し」「再チャレンジ」を応援～
　人生100年の時代…活躍し続けるためのプラット
ホームを是非ご活用ください。
　事前相談をお待ちしています。
●募集学部
　�国際文化学部（英語文化学科／比較文化学科）、

社会学部（現代社会学科）、経済学部（経済学科）、
経営学部（経営学科）、法学部（法学科／地域創
生学科）、理工学部（全10コース）、建築・環境学
部（建築・環境学科）、人間共生学部（コミュニケー
ション学科／共生デザイン学科）
●募集人数：若干名
●�募集年次：２年次／３年次（編入学年次について

は事前にご相談ください）
●出願資格：下記のすべてに該当する者
　�関東学院女子短期大学、関東学院大学（含大学院）

を卒業した者　本学を専願とする者
●試験科目：小論文、面接
●�選考の流れ：事前相談→出願（10/25～10/31必着）→

試験11/23→合格発表11/29→入学手続（11/29～1/7）
★�入学金（29万円）及び、年間授業料の半額を免除します。
※�年間授業料は標準修業年限に該当する期間を最長とする
●お問い合わせ
　関東学院大学　アドミッションズセンター
　TEL：045−786−7019

「関東学院女子短期大学記念奨学金」
2018年度報告

　関東学院女子短期大学にて利用されていた奨
学金を原資とする、関東学院女子短期大学記念
奨学金の2018年度の利用状況について大学から
報告をいただきました。
　　第１種（家計急変）　４名� 2,665,500円　　
　　第２種（留学生）　　１名� 720,000円　　
　　第３種（学業優秀）　７名� 700,000円　　
　　　　合　計� 4,085,500円　　
　また、2017年度については12名に対して
3,029,500円の給付を行ないましたが、利息等の
他、短大奨学金の返還が続いているため、2017
年度の収支は448,710円ほどの支出となりました。
　2018年度も女子短期大学の流れを汲む人間環
境学部、人間共生学部、栄養学部及び教育学部
の４学部合同で奨学金を運用させていただいて
いることを合わせてご報告いたします。
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場
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

横
須
賀
市
追
浜
を
主
な
活
動
エ
リ
ア
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
に
空
き
家
を
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
学
生
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
（「
び
わ
の
木
テ
ラ
ス
」
二
〇
一
五

年
）、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
拠
点
（「
お
っ

ぱ
ま
の
ま
」
二
〇
一
六
年
）、
ベ
ト
ナ
ム

留
学
生
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス（「
バ
ン
マ
イ
お
っ

ぱ
ま
」
二
〇
一
七
年
）
を
誕
生
さ
せ
る
と

と
も
に
、
そ
こ
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
追
浜
地
域
の
町
内
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
も
連
携
し
て
、
祭
り
や
地
域
イ
ベ
ン
ト

に
も
継
続
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
昨

年
度
は
、
横
須
賀
市
と
連
携
し
て
、
旧
市

営
住
宅
を
「
芸
術
家
村
」
に
再
生
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
谷
戸
地
域
の
空
き
家
を
地

域
交
流
拠
点
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
活
動
は
Ｔ
Ｖ
や
新
聞
な

ど
メ
デ
ィ
ア
に
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

県
外
か
ら
団
体
で
見
学
に
来
た
こ
と
も
あ

横
浜
関
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
新
設

　

関
東
学
院
大
学
は
二
〇
二
二
年
四
月
に
、

横
浜
市
中
区
に
横
浜
・
関
内
キ
ャ
ン
パ
ス

を
新
設
す
べ
く
、
現
在
工
事
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
Ｊ
Ｒ
関
内
駅
南
口
か

ら
す
ぐ
の「
横
浜
市
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
」

の
跡
地
に
建
設
中
で
す
。

　

関
東
学
院
は
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

「
市
民
の
知
の
交
流
拠
点
『
オ
ー
プ
ン
ナ

レ
ッ
ジ
ポ
ー
ト
』
の
創
設
を
挙
げ
、
大
学
・

企
業
・
市
民
・
起
業
家
等
、
国
内
外
の
多

様
な
主
体
が
集
う
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

※

拠
点
、
様
々
な
分
野
で
の
産
学
連
携
、
三

〇
〇
〇
名
を
超
え
る
学
生
が
学
ぶ
キ
ャ
ン

パ
ス
、
市
民
に
開
放
さ
れ
た「
知
の
交
流
」

の
た
め
の
多
様
な
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
金
沢
八
景
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
法

学
部
の
法
学
科
と
地
域
創
生
学
科
・
経
営

学
部
経
営
学
科
・
人
間
共
生
学
部
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
が
移
転
し
ま
す
。

　

新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
地
下
一
階
地
上
十
七

階
の
う
ち
、
地
下
一
階
か
ら
五
階
に
一
般

利
用
も
で
き
る
ホ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
デ
ジ
タ
ル
図

書
室
、
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

な
ど
が
置
か
れ
る
予
定
で
す
。

　

横
浜
関
内
は
現
市
庁
舎
の
移
転
計
画
も

進
め
ら
れ
て
お
り
、
大
学
が
出
来
る
こ
と

で
昼
間
の
人
口
を
確
保
し
、
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
で
き
る
と
共
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
拠

点
で
も
あ
る
関
内
で
社
会
人
の
学
び
の
場

と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

関
東
学
院
大
学
も
卒
業
生
向
け
に
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
の
場
を
広
く
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
交
通
の
便
が
非
常
に
良
い
と

こ
ろ
で
す
の
で
、
ク
ラ
ス
会
や
親
し
い
方

と
の
集
ま
り
に
も
気
軽
に
利
用
で
き
、
母

校
の
発
展
を
実
感
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

地
元
横
浜
で
活
躍
す
る
卒
業
生
が
さ
ら

に
学
び
、
ま
た
大
学
と
卒
業
生
の
連
携
も

期
待
さ
れ
る
横
浜
・
関
内
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新

設
。二
〇
二
二
年
が
待
ち
遠
し
い
限
り
で
す
。

※�

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
：
事
業
の
創
出
や

創
業
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
活
動　

元
々
は
「
孵
化
」
の
意

り
ま
す
し
、
横
須
賀
地
域
で
も
認
知
さ
れ

て
、
空
き
家
の
相
談
な
ど
が
舞
い
込
む
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
共
生
デ

ザ
イ
ン
学
科
の
入
学
生
の
な
か
に
、「
空

き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
く
て
関

東
学
院
大
学
の
共
生
デ
ザ
イ
ン
学
科
を
選

ん
だ
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
活
動
が
積
み
重
な
っ

て
く
る
中
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る

注
目
度
・
期
待
度
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
る
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し

て
、
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
人
が
成

長
し
ど
ん
ど
ん
巣
立
っ
て
い
く
こ
と
、
手

が
け
た
物
件
や
活
動
エ
リ
ア
が
よ
り
楽
し

く
豊
か
な
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

※
共
生
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
教
員
、
兼
子
、

日
髙
、
水
沼
が
サ
ポ
ー
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
兼
子

（neko@
kanto-gakuin.ac.jp

）
ま
で

卒業生の子女・孫のための「オリーブ入学者選抜」
　関東学院大学はその建学の精神を伝え、守ってい
くことを大切なことと捉え、女子短期大学・大学・
大学院の卒業生の子女・孫にあたる人を対象とした
入学者選抜を実施しています。
　卒業生だからこそ分かる関東学院での学生生活
を、子供や孫に伝えていきませんか！出願期間は９
月２日（月）から５日（木）必着、選抜方法は小論文
と面接で、試験日は９月29日（日）です。また入学金

（29万円）が免除されます。詳細は関東学院大学アド
ミッションズセンター（045−786−7019）までお問い
合わせください。

活動拠点「おっぱまのま」の整備風景

「芸術家村」の整備（ペンキ塗りワークショップ）
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に
行
い
ま
し
た
。
約
三
〇
年
ぶ
り
に
訪
れ

る
母
校
で
の
開
催
は
、
中
田
弘
良
先
生
か

ら
の
ご
発
案
に
よ
る
も
の
で
、
香
葉
会
に

も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
度
初
め
の
た
め
保
育
施
設
勤
務
の
卒

業
生
は
保
護
者
会
等
と
重
な
り
欠
席
さ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
中
田

先
生
と
一
三
名
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
出
欠
確
認
時
に
最
近
の
一
番

良
い
写
真
と
先
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
て
も
ら
い
綴
っ
た
も
の
を
先
生
に
お

贈
り
し
、
欠
席
さ
れ
た
方
の
ご
様
子
も
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
回
は
是
非
お

会
い
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

卒
業
生
か
ら
の
熱
望
で
、
先
生
に
手
品

や
、
ま
る
で
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に

チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
動
き
回
る
ハ
ン
カ
チ
ね
ず

み
を
実
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
実
際
保
育

現
場
で
使
っ
て
い
る
人
達
も
新
技
習
得
の

た
め
動
画
を
撮
影
し
、
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を

メ
モ
す
る
等
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

近
況
報
告
で
は
現
在
も
保
育
関
係
の
仕

事
を
し
て
い
る
人
、
新
し
い
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
人

の
多
忙
で
充

実
し
た
毎
日

の
様
子
を
聞

く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

子
育
て
や
介

護
に
も
前
向

き
に
取
り
組

ん
で
い
る
逞

し
さ
を
感
じ

お
互
い
に
パ

ワ
ー
チ
ャ
ー

ジ
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

会
場
の
エ
テ
ル
ニ
テ
棟
食
堂 olive 

は
、

明
る
く
眺
望
も
素
晴
ら
し
く
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
初
め

て
食
べ
る
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
名
物
ポ
テ

ト
や
、学
院
マ
ー
ク
入
り
の
ク
ッ
キ
ー
も
、

オ
リ
ー
ブ
や
小
松
菜
が
入
り
ヘ
ル
シ
ー
で

と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

会
の
終
わ
り
に
、
学
内
見
学
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
懐
か
し
い
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ

ス
ン
室
は
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
お
ら
ず

「
ピ
ア
ノ
、
頑
張
っ
て
い
た
よ
ね
！
」
と
、

思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
四
―
五

〇
一
教
室
で
は
在
学
中
に
も
撮
っ
た
場
所

で
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。「
三
〇
年
ぶ

り
と
は
思
え
な
い
！
あ
ま
り
変
わ
っ
て
な

い
よ
ね
！
（
自
分
達
？
教
室
？
）」
と
笑
顔

で
教
室
を
出
ま
し
た
。
体
育
館
跡
地
の

広
々
と
し
た
栄
養
学
部
・
看
護
学
部
の
建

物
、
随
分
増
え
た
中
庭
の
ベ
ン
チ
に
学
生

数
の
増
加
と
母
校
の
進
化
を
実
感
し
、
再

会
を
約
束
し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
関
東
学
院
大

学
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

　

関
東
学
院
大
学

�

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

�

会
長　

志
澤　

榮
治

　

関
東
学
院
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
聖
歌

隊
発
足
か
ら
昨
年
創
立
八
十
八
周
年
、
記

念
と
し
て
「
第
七
回
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
「
米
寿
の
集
い
」
を
開
催
。
チ
ャ
ペ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
伴
奏

の
下
グ
ノ
ー
ミ
サ
曲
、
邦
人
組
曲
な
ど
を

演
奏
、
会
場
の
方
々
と
は
ク
リ
ス
マ
ス

　

平
成
二
年
三
月
に
幼
児
教
育
科
を
卒
業

し
て
川
崎
市
に
就
職
し
、
保
育
士
と
し
て

市
内
の
保
育
園
に
勤
務
を
し
ま
し
た
。
仕

事
な
の
に
保
護
者
か
ら
は
「
あ
り
が
と

う
」、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
だ
い
す
き
」

と
沢
山
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
の
仕
事
は
生

涯
辞
め
ら
れ
な
い
と
年
を
追
う
ご
と
に

思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
八
年
に

は
初
め
て
区
役
所

に
異
動
と
な
り
、

保
育
園
で
は
で
き

な
い
業
務
を
体
験

で
き
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
が
「
保
育

士
確
保
事
業
」
で

す
。
担
当
と
な
り

川
崎
市
の
公
営
、

民
営
の
保
育
園
で

多
く
の
方
に
働
い

て
い
た
だ
く
た
め

に
、
就
職
説
明
会

を
開
催
し
た
り
、

保
育
園
見
学
バ
ス

ツ
ア
ー
で
川
崎
市

の
魅
力
を
伝
え
た

り
と
様
々
な
事
業

を
行
い
ま
し
た
が

（
保
育
士
資
格
を

お
持
ち
の
方
の
復

職
も
応
援
し
て
ま

す
！
）、
保
育
士

不
足
の
深
刻
さ
に

子
ど
も
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
て

�

和
田　

理
香（
幼
16
回
）

た
め
息
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
は
ま
た
園
長
と
し
て
保
育

園
で
勤
務
を
し
て
い
ま
す
が
、改
め
て「
子

ど
も
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
る
毎
日
の
素
晴
ら

し
さ
」
を
感
じ
る
と
共
に
保
育
士
不
足
に

関
し
て
は
深
刻
さ
を
通
し
て
泣
き
た
く
な

る
ほ
ど
で
す
。
今
は
保
育
の
受
け
皿
（
数
）

だ
け
を
増
や
す
の
で
は
な
く
「
質
」
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
々
の
中
か
ら
色
々

な
こ
と
を
吸
収
し
て
体
は
も
ち
ろ
ん
心
を

育
て
て
い
る
こ
の
時
期
の
保
育
は
本
当
に

重
要
で
、
責
任
の
重
さ
と
共
に
大
き
な
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

先
日
読
ん
だ
瀬
尾
ま
い
こ
さ
ん
の
「
そ

し
て
バ
ト
ン
は
渡
さ
れ
た
」
と
い
う
本
に

こ
ん
な
一
説
が
あ
り
ま
し
た
。「
自
分
の

明
日
と
、
自
分
よ
り
た
く
さ
ん
の
可
能
性

と
未
来
を
含
ん
だ
明
日
が
、
や
っ
て
く
る

ん
だ
っ
て
。
親
に
な
る
っ
て
、
未
来
が
二

倍
以
上
に
な
る
こ
と
だ
よ
っ
て
。
明
日
が

二
つ
に
で
き
る
な
ん
て
、
す
ご
い
と
思
わ

な
い
？
」

　

保
育
園
は
何
十
人
の
子
ど
も
た
ち
の
未

来
に
関
わ
れ
る
本
当
に
素
晴
ら
し
い
仕
事

で
す
。
以
前
年
長
さ
ん
に
「
先
生
も
保
育

園
で
遊
ん
で
ば
か
り
い
な
い
で
、
た
ま
に

は
仕
事
に
行
き
な
！
」
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
今
な
ら
こ
う
言
い
ま
す
。「
先
生
は
世

界
で
一
番
尊
く
て
素
晴
ら
し
い
仕
事
を
し

て
い
る
ん
だ
よ
」
と
。

　

前
回
か
ら
二
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
ク

ラ
ス
会
を
平
成
終
了
間
際
の
四
月
二
〇
日

一
九
八
八
年
度
卒
業

幼
児
教
育
科
Ａ
ク
ラ
ス
会
報
告

�

佐
藤　

智
子（
幼
14
回
）

川崎市では、あらためて保育士・保育教諭を目指そう！という方の
　「again」を応援するプロジェクトを実施しています！
　http://www.city.kawasaki.jp/450/page/0000104792.html

（お問い合わせ）
　川崎市こども未来局子育て推進部事業調整・待機児童対策担当
　TEL 044−200−3705　/　mail 45taiki@city.kawasaki.jp

エテルニテ棟 ４階食堂 Olive にて
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キ
ャ
ロ
ル
を
共

に
歌
い
、
大
変

好
評
を
戴
き
ま

し
た
。
出
席
Ｏ

Ｂ
諸
氏
に
は
学

び
の
窓
で
あ
っ

た
八
景
キ
ャ
ン

パ
ス
が
現
在
大

変
素
晴
ら
し
く

な
っ
た
こ
と
を

確
認
し
て
戴
き

ま
し
た
。「
米

寿
の
集
い
」
で
は
指
導
頂
い
た
故
中
居
先

生
・
故
山
根
常
任
指
揮
者
を
偲
び
つ
つ
、

学
生
時
代
に
歌
っ
た
曲
を
、
先
輩
諸
兄
と

共
に
歌
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
喜
ば

し
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

チ
ヤ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
に
あ
た

り
、
ご
支
援
賜
り
ま
し
た
関
東
学
院
宗
教

セ
ン
タ
ー
教
職
員
、
各
学
部
、
学
生
課
、
校

友
課
、
燦
葉
会
、
香
葉
会
等
々
の
み
な
さ

ま
に
改
め
ま
し
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
、現
役
時
代
の
演
奏
会
、

演
奏
旅
行
の
ポ
ス
タ
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

当
時
の
写
真
等
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
勝

カ
ッ
プ
・
盾
・
メ
ダ
ル
・
賞
状
を
ま
た
Ｏ

Ｂ
会
活
動
（
東
日
本
大
震
災
支
援
、
演
奏

会
、
学
内
活
動
、
近
隣
地
域
へ
の
演
奏
奉

仕
、
Ｏ
Ｂ
会
総
会
議
事
録
な
ど
）
を
ま
と

め
関
東
学
院
図
書
館
へ
寄
贈
い
た
し
ま
し

た
。
関
東
学
院
大
学
の
貴
重
な
資
料
と
し

て
保
管
頂
き
、
学
院
か
ら
適
時
公
開
展
示

し
た
い
と
の
事
で
し
た
。
資
料
提
供
さ
れ

た
諸
先
輩
方
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、本
年
十
一
月
三
十
日（
土
）待
降
節（
ア

ド
ベ
ン
ト
）
に
八
景
キ
ャ
ン
パ
ス
に
於
い

て
「
第
八
回
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ

Ｂ
会
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ

い
。
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
は
関
東
学
院
大
学
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
で
検
索
で
き
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
香
葉
会
の
さ
ら
な
る
充
実
し

た
交
わ
り
が
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

関
東
学
院
古
本
募
金
に
つ
い
て

　

私
は
昨
年
や
っ
と
念
願
の
（
? !
）
古
本

募
金
を
し
ま
し
た
。『
環
境
に
優
し
く
、
少

し
良
い
こ
と
』が
出
来
た
と
思
え
ま
し
た
。

　

き
っ
と
「
古
本
募
金
が
気
に
な
る
」
方

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
香
葉
会
と
し
て
も

学
院
の
様
々
な
取
り
組
み
に
協
力
し
よ
う

と
、
今
回
み
な
さ
ん
へ
お
勧
め
す
る
た
め

に
原
稿
を
書
き
ま
し
た
。
以
下
準
備
と
注

意
事
項
で
す
。

①�

出
せ
る
の
は
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
の
バ
ー
コ
ー
ド

の
つ
い
た
本
の
み

②�

五
冊
以
上
は
出
す（
送
料
が
無
料
に
な
る
）

②�

寄
付
金
控
除
の
対
象
に
な
る
（
事
前
に

要
申
出
）

③
学
院
広
報
誌
等
へ
の
匿
名
希
望
も
可

④
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
自
分
で
用
意

⑤
申
し
込
み
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た
は
電
話

⑥�
集
荷
希
望
に
合
わ
せ
て
宅
配
業
者
さ
ん

が
集
荷

⑦�

提
携
会
社
バ
リ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
ス
さ
ん
か

ら
受
取
と
買
取
金
額
の
通
知
→
学
院
へ

自
動
的
に
寄
付

以
上
で
す
。
家
に
あ
る
本
を
整
理
し
た
い

と
思
う
方
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
関
東
学
院
募
金
」
も

魅
力
的
で
す
。

卒
業
生
の
お
店

等
の
商
品
が
返

礼
品
と
し
て
選

べ
、
学
院
で
学

ぶ
こ
ど
も
た
ち

も
応
援
で
き
る

寄
付
シ
ス
テ
ム

で
す
。

　

詳
細
は
香
葉

会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。�

（
香
葉
会
Ｃ
）

　

ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト（
待
降
節
）
を
翌
日
か
ら

に
控
え
た
十
二
月
一
日（
土
）、
横
浜
の
歴

史
的
建
造
物
見
学
会
は
日
本
で
最
初
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
で
あ
る
「
横
浜
海
岸

教
会
」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
庭
に
建
て
ら

れ
た
記
念
碑
に
は
旧
約
聖
書
イ
ザ
ヤ
書
三

十
二
章
十
五
節
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

苔
む
し
た
様
は
こ
の
教
会
が
一
八
七
二
年

の
創
立
で
あ
り
、
先
人
た
ち
の
多
く
の
祈

り
と
信
仰
が
積
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
関
東
大
震
災
後
に

建
て
ら
れ
た
現
在
の
教
会
堂
は
、
当
時
の

教
会
員
で
宮
内
省
内
匠
寮
に
勤
務
し
て
い

た
雪
野
元
吉
氏
の
設
計
に
よ
り
ま
す
。
関

東
学
院
大
学
工
学
部
建
築
学
科
で
か
つ
て

講
師
を
さ
れ
、
関
東
学
院
葉
山
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
の
設
計
を
さ
れ
た
雪
野
潔
先
生
は

ご
子
息
に
当
た
り
ま
す
。
改
修
工
事
を
数

前年度企画報告前年度企画報告

散
策【
み
な
と
濱
め
ぐ
り
】

に
参
加
し
て

�

福
水（
船
津
）由
美
子（
英
22
回
）

関東学院古本募金
http://www.furuhon-bokin.jp/kanto-gakuin/

ふるさと関東学院募金
http://furusato-kanto.jp/

関東学院企画部募金・校友課
℡　045−786−2685

bokin@kanto-gakuin.ac.jp

第７回チャペルコンサート風景

「香葉とともに」へのご執筆のお願い
　短期大学が大学へと改組してから早いもので17年が経とう
としております。最後に卒業した短大生の皆さんは、卒業当
初に思い描いていた未来を歩んでいるでしょうか？また先輩
諸姉の皆様もますますご活躍のことと思います。
　３年前から「香葉」の紙面でお願いをしておりますが、短
大卒業生の集大成として「香葉とともに」という冊子を作成
準備中です。広く卒業生の皆さんから原稿をお寄せいただき
たく、詳細をお知らせいたします。ご協力よろしくお願い申
し上げます。

記
１）文 字 数　1,200～2,000文字程度
２）�形　　式　横書き　可能な場合はワード等で作成。手書

きの時は原稿用紙や便箋等。
３）�写 真 等　関連するものがあれば 1 〜 2 枚。差支えなけ

ればご本人様の顔写真 1 枚。
　　�可能な場合はデジタルデータ。スキャンするときは高解

像度でお願いします。
４）タイトル　自由に付けてください。
　　�テーマの例：☆短大で学んだことを生かす／☆私の仕事

／☆恩師への手紙／☆亡くなった短大時代の友人に向け
て／☆卒業してからの私／☆子育て記　など自由です。

５）�必須項目　氏名（及び旧姓）、卒業学科・専攻（該当す
る方）、卒業年・回数（分かる範囲で結構です）

※�原稿及び写真は原則として返却いたしません。写真のみ返
却希望の方はご一報ください。

※原稿等の送り先及びお問い合わせは
　TEL/FAX：045−787−0678
　E-mail：kouyoukai@nifty.com
　郵送：〒236−8503　横浜市金沢区六浦東1−50−1
　　　　　　　　　　 関東学院大学内　香葉会宛て
<香葉会事務取り扱い>　毎週 水曜日・金曜日　10:00～14:30
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年
前
に
終
え
ま
し
た
が
、「
横
浜
市
の
認
定

歴
史
的
建
造
物
と
し
て
、
元
の
姿
を
残
す

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
実
に
意
義
深
い
！
」

と
、当
日
の
ガ
イ
ド
役
を
し
て
下
さ
っ
た
元

短
大
講
師
で
建
築
家
で
あ
り
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
で
も
あ
る
棈
木
勇
先
生
か
ら
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
神
奈
川
県
庁
本
庁
舎（
キ
ン
グ

の
塔
）、
横
浜
税
関
本
館
庁
舎（
ク
イ
ー
ン

の
塔
）、
横
浜
市
開
港
記
念
館（
ジ
ャ
ッ
ク

の
塔
）の
い
わ
ゆ
る『
横
浜
三
塔
』
全
て
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
来
ま
し
た
。

県
庁
は
改
修
中
で
し
た
が
、
棈
木
先
生
は

「
工
事
の
た
め
に
幕
で
全
体
が
覆
わ
れ
て
い

る
姿
、こ
れ
も
ア
ー
ト
な
の
で
す
！
」
と
熱

く
語
ら
れ
、
八
十
代
と
は
到
底
お
見
受
け

で
き
な
い
そ
の
お
話
し
ぶ
り
と
若
々
し
い

感
性
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
と
は
こ

の
後
、
ち
ょ
う
ど
日
本
で
展
示
さ
れ
て
い

る
ム
ン
ク
の『
叫
び
』に
関
す
る
講
演
も
依

頼
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
で
そ

こ
で
お
別
れ
を
し
、
そ
の
後
、
シ
ル
ク
セ
ン

タ
ー
、
横
浜
貿
易
協
会
ビ
ル
、
海
洋
会
館
、

山
下
臨
海
線
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
通
っ
て
解

散
地
の「
象
の
鼻
」
テ
ラ
ス
に
向
か
い
、
そ

の
日
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
い
た
先
輩
方
の
お

話
を
少
し
の
時
間
で
し
た
が
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
松
野（
旧
高
橋
）
ト
シ
子
さ

ん
の
お
話
に
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

私
は
昭
和
四
十
八
年
三
月
の
卒
業
で
す
が
、

松
野
さ
ん
は
昭
和
三
十
一
年
に
卒
業
さ
れ

て
か
ら
大
学
の
経
済
学
部
キ
リ
ス
ト
教
研

究
所
で
も
学
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
後
に
塾

を
開
き
、
子
ど
も
た
ち
に
勉
強
を
教
え
る

中
で
家
庭
的
に
恵
ま
れ
な
い
外
国
人
を
含

む
三
、
四
人
の
お
子
さ
ん
の
面
倒
を
ご
自

分
の
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
見
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。「
生
き
が
い
」
を
持
ち

溌
剌
と
し
た
そ
の
笑
顔
に
は
、「
人
に
な

れ 

奉
仕
せ
よ
」
を
校
訓
と
す
る
「
関
東
学

院
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
が
生
き
て
働
い
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
ま
さ
に
一
四
七
年
前
に
海
岸

教
会
で
Ｊ
・
バ
ラ
宣
教
師
が
語
っ
て
記
念

碑
に
刻
ま
れ
た
イ
ザ
ヤ
書
の「
私
た
ち
の

上
に
主
の
霊
が
注
が
れ
る
時
、
荒
れ
野
は

園
と
な
り
森
と
な
る
」
を
思
い
起
こ
し
ま

し
た
。日
本
各
地
に
、ま
た
世
界
中
に
散
ら

ば
っ
て
い
る
香
葉
会
の
メ
ン
バ
ー
の
足
元

か
ら
、
園
や
森
が
広
が
っ
て
い
く
働
き
が

な
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
心
躍
る
思
い
で
し

た
。

　
【
み
な
と
濱
め
ぐ
り
】に
参
加
し
た
こ
の

日
は
、
有
名
な
建
造
物
を
見
た
だ
け
で
は

な
く
、
棈
木
先
生
や
先
輩
方
と
の
関
東
学

院
を
共
通
項
と
し
た
年
代
を
超
え
た
交
わ

り
を
通
し
て
、
多
く
の
学
び
と
感
動
を
得

た
素
晴
ら
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

懐
か
し
の
母
校
は
自
転
車
で
行
か
れ
る

程
近
い
の
に
、
卒
業
以
来
周
り
か
ら
眺
め

る
だ
け
で
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ご

前年度企画報告前年度企画報告

カ
ー
ビ
ン
グ
講
習
会
を
通
し
て

�

　

伊
藤　

信
江（
家
28
回
）

縁
を
頂
き
久
し
ぶ
り
に
お
邪
魔
い
た
し
ま

し
た
。
か
れ
こ
れ
四
十
年
も
前
に
は
こ
の

建
物
で
講
義
を
う
け
た
な
。
こ
こ
に
お

し
ゃ
れ
な
中
庭
が
。
ま
あ
！
こ
こ
に
は
寮

な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
ま
る
で
浦
島
太
郎

の
よ
う
で
、
そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら

カ
ー
ビ
ン
グ
の
講
座
の
お
部
屋
へ
！

　

皆
様
初
め
て
に
も
か
か
わ
ら
ず
温
か
く

お
迎
え
し
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
は
、
香
水

瓶
の
よ
う
な
作
品
を
作
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
皆
様
初
め
て
と
は
思
え
な
い
ナ
イ
フ

裁
き
で
び
っ
く
り
い
た
し
ま
し
た
。
ス
テ

キ
な
作
品
に
出
来
上
が
り
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
私
の
カ
ー
ビ
ン
グ
と
の
出
会

い
と
、
レ
ッ
ス
ン
を
す
る
に
あ
た
っ
て
思

う
こ
と
を
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

カ
ー
ビ
ン
グ
と
の
出
会
い
は
十
七
年

前
、
テ
レ
ビ
の
番
組
で
タ
イ
か
ら
帰
国
さ

れ
た
先
生
が
大
根
で
薔
薇
を
、
い
と
も
簡

単
に
作
り
上
げ
た
の
を
見
た
そ
の
時
か

ら
、
カ
ー
ビ
ン
グ
に
取
り
つ
か
れ
て
し
ま

い
、
未
だ
に
取
り
つ
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ナ
イ
フ
一
本
で
果
物
、
野
菜
、
石
鹸
や
ロ

ウ
ソ
ク
が
、
ま
る
で
魔
法
を
掛
け
る
よ
う

に
、
ス
テ
キ
に
な
る
の
が
カ
ー
ビ
ン
グ
の

魅
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
カ
ー
ビ
ン
グ
の
レ
ッ
ス
ン
を
し
よ

う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
が
ご
ざ
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
道
ば
た
で
、親
子
さ
ん
の
ち
ょ
っ

と
し
た
や
り
取
り
で
、
お
母
様
が
お
子
さ

ん
に
理
不
尽
な
あ
た
り
方
を
し
て
い
た
所

に
出
く
わ
し
て
し
ま
い
、
何
か
私
に
も
皆

さ
ん
を
楽
し
い
思
い
に
さ
せ
ら
れ
な
い
か

な
と
思
い
、
カ
ー
ビ
ン
グ
を
伝
え
よ
う
と

思
い
立
ち
ま
し
た
。リ
ン
ゴ
に
お
顔
を
彫
っ

て
「
お
帰
り
！
」
な
ん
て
言
っ
た
ら
、
家
に

帰
る
の
が
楽
し
い
だ
ろ
う
な
あ
。
食
卓
を

囲
む
と
き
、
野
菜
が
苦
手
な
お
子
さ
ん
が

野
菜
に
細
工
し
て
あ
っ
た
ら
、
き
っ
と
喜

ん
で
食
べ
て
く
れ
る
か
な
。な
ん
て
、思
い
。

　

ま
た
、
子
供
達
に
は
誉
め
る
言
葉
を
一

杯
か
け
る
け
れ
ど
、
大
人
に
な
る
と
な
か

な
か
言
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
す
よ
ね
。

そ
れ
も
な
ん
だ
か
毎
日
子
育
て
、お
仕
事
、

家
事
を
し
て
い
て
さ
み
し
い
な
。
女
性
達

が
楽
し
く
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
事
、
ち
ょ
っ
と

し
た
お
手
伝
い
が
し
た
く
て
カ
ー
ビ
ン
グ

の
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
ま
す
。今
頃
に
な
っ

て
思
う
こ
と
は
、
家
政
学
概
論
で
鳥
越
先

生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た｢

良
妻
賢
母｣

の

大
事
さ
が
、
子
育
て
が
一
段
落
し
孫
達
が

で
き
た
今
に
な
っ
て
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

　

家
庭
の
中
が
仲
良
く
、
明
る
く
、
楽
し

く
過
ご
せ
る
社
会
に
な
る
と
い
い
な
あ
、

と
思
っ
て
こ

れ
か
ら
も

カ
ー
ビ
ン
グ

を
伝
え
た
い

と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
回
の
作
品
は
花
の
ブ
ロ
ー
チ
。
秋
の

講
習
会
で
す
が
、
少
し
先
の
春
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
明
る
い
色
合
い
の
ブ
ロ
ー
チ
で
す
。

講
師
で
卒
業
生
の
高
石
先
生
が
材
料
と
作

り
方
レ
シ
ピ
を
参
加
者
の
人
数
分
、
事
前

に
用
意
し
て
く
だ
っ
て
お
り
、
初
参
加
の

私
は
目
を
皿
の
よ
う
に
し
て
ビ
ー
ズ
を
追

前年度企画報告前年度企画報告

ビ
ー
ズ
講
習
会
に
参
加
し
て

�

井
上　

啓
子（
家
26
回
）

横浜海岸教会前で
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い
ま
す
。

　

高
石
先
生
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
や
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
何
か
違
う
…
汗
。で
も
高

石
先
生
は
一
人
一
人
丁
寧
に
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
針
を
刺
す
向
き
が
違
っ
た
の

か
！
思
わ
ず
声
に
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

先
生
が
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
ビ
ー
ズ
は

と
て
も
綺
麗
で
見
た
こ
と
の
な
い
形
を
し

て
い
ま
す
。
長
年
ビ
ー
ズ
刺
繍
を
極
め
た

先
生
な
れ
ば
こ
そ
、
手
に
入
る
も
の
と
の

こ
と
。
こ
れ
だ
け
で
も
得
を
し
た
気
分
で

す
。

　

手
を
動
か
し
な
が
ら
も
情
報
交
換
し
た

り
、
先
生
の
ツ
ッ
コ
ミ
に
思
わ
ず
大
声
で

笑
っ
た
り
と
充
実
し
た
講
習
会
で
し
た
。

　

集
中
し
て
何
か
を
作
る
、
と
い
う
時
間

は
と
て
も
新
鮮
で
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

高
石
先
生
そ
し
て
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
楽

し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

村
上 

顕 

先
生

徳
永 

透 

先
生

追 

悼

�

遠
山
・
岩
井
・
佐
藤
・
竹
園
（
国
24
回
）

　

村
上
先
生
に
は
学
生
時
代
、
合
唱
部
の

顧
問
と
し
て
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

香
葉
会
の
会
報
で
訃
報
を
知
り
、
驚
い
て

お
り
ま
す
。

　

先
生
か
ら
は「
合
唱
の
際
に
お
互
い
の

声
を
よ
く
聴
き
、
合
わ
せ
る
よ
う
に
」
と
言

わ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
皆
で
力
を
合

わ
せ
て
一
つ
の
作
品
を
作
り
あ
げ
る
歓
び

を
教
わ
り
ま
し
た
。
沢
山
の
幸
せ
を
も
ら

い
な
が
ら
、
何
も
お
返
し
で
き
て
い
な
い
こ

と
を
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

徳
永
先
生
の
思
い
出

�

石
渡　

朝
子
（
英
30
回
）

　

徳
永
先
生
は
、
短
大
に
入
っ
た
時
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
で
し
た
。
大
学
で
は

「
担
任
の
先
生
」
は
も
う
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な

い
の
が
普
通
な
の
に
「
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
ら
何
で
も
相
談
し
て
」と
言
わ
れ
、

ほ
っ
と
安
心
し
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い

ま
す
。
先
生
は
、
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
、
い
つ

も
夢
見
る
少
年
の
よ
う
で
し
た
。
そ
し
て

声
を
荒
げ
た
こ
と
な
ど
一
度
も
な
い
、
優

し
い
先
生
で
し
た
。

　

以
後
四
〇
年
近
く
ず
っ
と
年
賀
状
を
送

ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、
二
、
三
年

前
、
父
が
入
っ
て
い
た
老
人
ホ
ー
ム
の
住

所
が
、
先
生
の
ご
住
所
と
似
て
い
る
こ
と

に
気
が
付
き
ま
し
た
。
グ
ー
グ
ル
で
見
て

び
っ
く
り
！
何
と
先
生
の
お
家
の
前
を

通
っ
て
、
ホ
ー
ム
へ
行
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
こ
で
先
生
に
お
電
話
し
て
遊
び
に
行
か

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
も
う
お
一
人
で
は
お

出
か
け
に
な
れ
な
く
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
が
、
優
し
い
雰
囲
気
は
、
全
く

変
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
し
て
一
番
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、

先
生
の
奥
様
が
ま
る
で
「
奥
様
の
お
手
本
」

の
よ
う
な
心
優
し
い
方
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
で
し
た
。
言
葉
の
節
々
に
先
生
へ
の

愛
情
や
尊
敬
の
念
が
感
じ
ら
れ
る
の
で

す
。
先
生
も
ま
た
奥
様
を
指
し
て
「
こ
の

人
の
お
陰
で
僕
は
生
き
て
る
の
。」
と
。

　

前
号
の
香
葉
で
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た

こ
と
を
知
っ
て
驚
き
、
と
て
も
悲
し
か
っ

た
で
す
。で
も
、世
間
で
は
結
婚
し
て
何
年

も
経
て
ば
、
相
手
へ
の
不
満
が
次
々
と
出

て
く
る
夫
婦
も
珍
し
く
な
い
中
、
徳
永
先

生
ご
夫
妻
は
お
互
い
に
い
た
わ
り
合
い
大

切
に
思
い
合
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
を
存
じ
上
げ
て
い
る
私
は
少
し

救
わ
れ
た
気
持
ち
で
す
。
先
生
は
間
違
い

な
く
お
幸
せ
で
い
ら
し
た
の
で
す
か
ら
！

　

そ
し
て
、
お
優
し
い
心
で
ず
っ
と
見

守
っ
て
下
さ
っ
た

徳
永
先
生
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

先
生
の
ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り

し
て
お
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

先
生
方
の
訃
報
に
思
う
こ
と

�

井
上 

み
ず
ほ
（
英
30
回
）

　
「
香
葉
」
が
届
い
て
懐
か
し
い
と
思
う
と

同
時
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
の
訃

報
を
知
り
ガ
ッ
カ
リ
す
る
。
私
は
あ
ま
り

勉
強
熱
心
な
学
生
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

英
文
科
の
徳
永
透
先
生
に
は
何
の
講
義
を

受
け
て
い
た
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
全
く

思
い
出
せ
な
い
。
卒
業
し
て
四
十
年
近
く

た
っ
て
い
る
の
で
記
憶
は
お
ぼ
ろ
げ
に

な
っ
て
い
く
ば
か
り
だ
。
で
も
徳
永
先
生

に
は
深
い
知
性
が
感
じ
ら
れ
、
品
の
あ
る

素
敵
な
紳
士
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
覚
え

て
い
る
。
幼
教
の
村
上
顕
先
生
は
運
動
部

の
関
係
で
何
か
の
集
い
で
ご
一
緒
さ
せ
て

頂
い
た
こ
と
が
あ
る
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

の
顧
問
を
さ
れ
て
い
て
、
い
つ
も
優
し
い

笑
顔
の
先
生
だ
っ
た
。

　

考
え
て
み
る
と
あ
の
頃
の
先
生
方
は
も

う
高
齢
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
が
所
属

し
て
い
た
卓
球
部
の
顧
問
だ
っ
た
国
文
科

の
千
葉
義
孝
先
生
や
、
体
育
実
技
で
お
世

話
に
な
っ
た
田
山
美
智
子
先
生
も
、
も
う

天
に
召
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

試
合
に
出
場
す
る
為
の
申
込
書
を
頂
き

に
千
葉
先
生
の
お
宅
に
伺
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
書
斎
で
「
こ
れ
ら
は
僕
が
書
い
た

本
だ
よ
。」
と
教
え
て
下
さ
っ
た
。
沢
山
の

著
書
が
あ
っ
た
。
千
葉
先
生
は
自
宅
で
も

毎
日
、
熱
心
に
勉
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

そ
の
時
知
っ
た
。

　

ま
た
、
田
山
先
生
の
お
宅
に
も
伺
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。「
チ
ビ
ち
ゃ
ん
、
人
か
ら

頂
い
た
〇
〇
が
あ
る
ん
だ
け
ど
ウ
チ
で
は

食
べ
な
い
か
ら
、
あ
な
た
持
っ
て
行
く
？
」

と
言
っ
て
下
さ
っ
た
の
で
、
帰
宅
さ
れ
る

先
生
に
つ
い
て
行
っ
た
。
学
校
で
は
先
生

で
も
家
に
帰
れ
ば
奥
さ
ん
で
あ
り
、
十
才

の
娘
の
マ
マ
に
戻
っ
た
。「
私
は
ど
ん
な
に

疲
れ
て
い
て
も
後
片
付
け
を
し
な
い
と
寝

な
い
ん
だ
よ
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
驚

い
た
。

　

千
葉
先
生
も
田
山
先
生
も
自
分
に
厳
し

い
お
人
柄
だ
っ
た
よ
う
だ
。
学
生
を
大
切

に
思
っ
て
下
さ
る
先
生
方
に
恵
ま
れ
て
幸

せ
な
二
年
間
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
ん
な
先

生
方
の
訃
報
に
い
つ
も
寂
し
さ
を
覚
え
、

そ
し
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

る
。燦

葉
会
支
部
総
会
活
動
の
ご
案
内

●�

西
湘
小
田
原
支
部　

九
月
二
八
日（
土
）

一
四
時　

小
田
原
市
民
会
館

●�

湘
南
支
部　

十
月
五
日
㈯　

十
一
時
三

十
分　

藤
沢
商
工
会
議
所

●�

県
央
の
つ
ど
い　

十
一
月
二
四
日
㈰　

十
二
時　

厚
木
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル

　

詳
細
は
香
葉
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
香
葉
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。



2019  年  8  月  1  日 8

訃 

報

　

元
国
文
科
教
授　

粂
川
光
樹
先
生
が
一

月
に
、
元
幼
児
教
育
科
教
授　

真
坂
孝
二

先
生
が
三
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

粂
川
先
生
も
真
坂
先
生
も
国
文
科
、

幼
児
教
育
科
の

草
創
期
に
短
大

を
支
え
、
ご
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

両
先
生
の
思

い
出
を
香
葉
会

へ
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

関東学院女子短期大学 香葉会
収 入 の 部 2018年度決算 2019年度予算

年会費・賛助金 628,000 600,000

特別会計繰入金 0 59,086

香葉発行準備金 600,000 1,140,000

特別基金Ⅱ繰入金 2,300,000 1,568,876

雑 収 入 52,597 20,000

前年度繰越金 398,609 509,025

合　　計 3,979,206 3,896,987

支 出 の 部 2018年度決算 2019年度予算

通 信 費 1,934,875 2,000,000

印 刷 費 636,190 680,000

広 報 費 10,000 10,000

企画・会議費 116,319 200,000

交 通 費 66,000 100,000

消 耗 品 費 17,853 50,000

ソ フ ト 費 20,000 20,000

人 件 費 477,288 570,000

香 葉 賞 費 33,944 40,000

関東学院同窓会費 30,000 30,000

諸 会 費 ― 100,000

慶 弔 費 105,430 70,000

雑 費 22,282 20,000

予 備 費 0 6,987

小　　計 3,470,181 3,896,987

次年度繰越金 509,025 0

合　　計 3,979,206 3,896,987

　
二
〇
一
八
年
度
決
算
・
二
〇
一
九
年
度
予
算

　

平
成
十
五
年
三
月
の
卒
業
生
の
会
費
を
最
後
に
、
香
葉
会
の
会
計
は
皆
様
の
年
会
費
・
賛
助
金
を

た
よ
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
年
間
に
か
か
る
費
用
の
多
く
は
、
機
関
紙
『
香
葉
』
の
発
送
に
か
か

り
ま
す
。
年
会
費
・
賛
助
金
に
是
非
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

学院史資料・情報提供のお願い
　卒業生、修了生、元教職員の皆さまに学院に関係する資料・
情報の寄贈をお願いしております。
　近年はデジタルアーカイブ構築のため、データを収集する
目的で皆さまより資料をお借りして電子データを作成し、デー
タ登録する業務も行っております。お借りした資料は処理が
終わりましたら返却させていただきます。
　お手元にあります学生時代のお写真や学院のパンフレット、
式典、学祭の配布物など、大切な記録かと思いますが、学院
史資料の収集にご協力いただけますよう、お願いいたします。
資料のご提供については以下にご連絡ください。
　Tel：045−786−7066　　Fax：045−786−2932
　E-Mail：archives@kanto-gakuin.ac.jp　　学院史資料室

関東学院関連行事
　下記の関東学院関連行事は卒業生の参加を大歓迎していま
す。是非お越しください。
○今年度の日程
・関東学院創立記念式典　10月12日 ㈯
・�シェイクスピア英語劇「十二夜」12月６日 ㈮、７日 ㈯　神奈

川県民共済みらいホール
・�関東学院クリスマスコンサート　12月12日 ㈭　横浜みなと

みらい大ホール、入場無料（要入場券）
　詳細は電話または FAX で香葉会にお問い合わせください。

　
編
集
後
記

　

盛
夏
の
花
々
が
元
気
に
咲
く

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

「
香
葉
」
の
〝
時
〟
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
も
多
く
の
卒
業
生

の
皆
様
や
教
職
員
の
方
々
か
ら

原
稿
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
皆
様
の
懐
か
し
い
学
院
生
活

の
思
い
出
な
ど
、
学
院
へ
の
愛

を
感
じ
る
も
の
ば
か
り
で
編
集

委
員
一
同
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

原
稿
の
ご
執
筆
を
快
く
ご
承

諾
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
香
葉
会
は
皆
様

と
共
に
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（
敬
）

香葉会　年会費・賛助金　納入者名簿
　皆様のご厚意により、平成30年度 （平成30年４月１日～平成31年３月
31日）のご寄付は628,000円となりました。香葉会の運営費の一部とし
て有効に使わせて頂きます。皆様のご協力に感謝します。今後ともよろ
しくお願いします。（敬称略・順不同）

【
教
職
員
】

小
玉　

敏
子

加
藤　

紀
子

牧
野　

宏
子

【
女　

専
】

渥
美　

裕
子

澄
谷　

亮
子

【
女　

高
】

大
島　

智
子

古
郡　

綾
子

【
英　

Ⅱ
】

飯
尾　

恒
子

山
本　

長
生

千
田　

節
男

北
村　

幸
子

奈
良
喜
美
枝

矢
崎　

靖
雄

二
見
ア
イ
子

【
英　

文
】

栗
林　

芳
惠

髙
橋　

静
子

古
城　

房
子

菅
原
千
代
子

影
山　

直
子

長
﨑　

洋
子

勝　
　

明
子

土
屋　

幸
枝

永
島　

敦
子

水
野　

雅
子

松
野
ト
シ
子

山
本　

美
子

高
橋　

咲
子

鈴
木　

信
子

邊
見　

裕
子

鈴
木　

葉
子

山
田
美
穂
子

古
野　

祐
子

溝
口　
　

泉

古
関
マ
リ
子

志
賀　

ミ
チ

田
辺　

洋
子

中
村
紀
佐
子

松
本　

紀
子

及
川　

洋
子

伊
藤　

陽
子

柳
田　

久
子

山
田　

堯
子

東
頭　

寿
子

野
村　

洋
子

澤
野　

洋
子

藪　

登
喜
子

山
本　

絢
子

谷
田
部
敦
子

赤
沢　

茂
子

市
橋　

陽
子

柳
下　

節
子

渋
谷　

敦
子

中
川　

あ
や

丸
山　

勝
代

伊
藤　

陽
子

野
尻　

良
子

平
井　

道
子

森　
　

静
恵

須
山　

和
子

中
内　

純
子

金
田　

春
美

増
田
安
喜
子

市
山
久
美
子

勝
原　

明
美

内
田　

康
子

花
岡　

淳
子

吉
田
由
美
子

富
里　

美
子

角
野
い
つ
子

中
田　

由
紀

平
田　

広
美

松
本
あ
ゆ
み

山
下　

文
子

石
渡　

朝
子

八
木　

深
雪

柳
田
美
智
保

平
間　

洋
子

佐
生　

貴
子

真
家　

順
美

上
野　

美
奈

伊
藤
紀
美
江

加
藤　

裕
子

浅
岡　

元
子

南
澤　

宣
子

松
井　

洋
子

【
家　

政
】

江
成
千
惠
子

横
溝
喜
代
子

重
田　

和
子

足
立　

求
子

金
子　

貞
子

雨
宮　

慶
子

佐
藤　

美
代

渕
上　

龍
美

伊
東
み
ゆ
き

杉
山
美
和
子

清
水　

正
子

河
口　

幸
子

藤
井　

博
子

村
岡　

愛
子

蛭
田
加
代
子

田
中　

郁
子

髙
齋
香
代
子

大
橋
由
美
子

菊
地　

和
子

長
橋　

幸
代

舟
橋　

智
子

後
藤
美
和
子

境　

真
由
美

前
出　

郁
子

浜
本　

笙
子

五
十
嵐
増
枝

田
川　

正
子

藤
平　

良
子

武
藤　

裕
子

関　
　

令
子

神
農　

和
代

山
口
恵
美
子

潮
田
三
恵
子

森　
　

泰
子

髙
畑　

早
苗

妹
尾　

怜
子

渡
辺　

陽
子

岩
本
美
和
子

守
屋　

和
子

星　
　

友
子

井
上　

啓
子

（
匿
名
希
望
）

木
立
八
千
代

斉
藤　

京
子

小
林
サ
エ
子

近
藤　

鶴
子

今
井　

真
理

河
西
妃
呂
美

篠
原　

誠
子

福
崎　

浩
子

祖
父
江
有
加

髙
田　

祥
子

宮
本　

駒
子

森　
　

禎
子

篠
原　

仁
美

今
泉
マ
ユ
子

臼
田　

舞
子

重
田　

寛
子

加
守
田
香
七
絵

【
国　

文
】

金
子
八
重
子

山
口　

佳
子

中
村　

啓
子

山
田　

信
子

津
田
ア
ヤ
子

蜂
谷　

弘
子

伊
藤
眞
知
子

小
林
美
知
子

金
子
恵
美
子

杉
田
小
百
合

麻
生　

洋
子

大
橋　
　

瞳

赤
井　

紀
子

野
崎　

良
子

藤
井　

恵
子

松
矢　

貞
子

岡
崎　

敬
子

福
井　

英
子

葛
城　

容
子

安
念　

和
美

吉
田　

初
美

（
匿
名
希
望
）

山
平　

洋
子

小
出
美
智
代

馬
渡　

正
恵

田
中　

直
子

長
田
久
美
子

武
田
由
紀
子

細
谷
さ
と
み

櫻
井　

智
子

秋
本　

真
岐

大
内　

由
子

相
原　

絵
理

西
井　
　

恵

【
幼　

教
】

水
松　

春
美

芝　
　

久
江

塙　

る
み
子

原　

由
美
子

森
下　

真
理

瀧
本　

須
美

小
室　

卓
重

田
中　

千
枝

加
川
亜
紀
子

蔭
山　

美
香

神
﨑　

直
子

高
橋　

裕
子

【
経　

情
】

髙
橋　

晴
子

齋
藤　
　

恵

【
特
別
会
員
】

鬼
嶋　

雄
三

【
一　

般
】

大
矢　

秀
臣

益　
　

昌
子

故 真坂孝二先生 故 粂川光樹先生


